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国債残高をどうすればよいか ＧＬＴで考えよう
こ く さ い ざ ん だ か

国の税収は、2016
ぜいしゅう

(平成28)年度で約58 兆
ちょう

円しかないのに、国債
えん こくさい

残高は、2016(平成28)
ざんだか

年度末で838兆円になる
ねん ど まつ

見込みである。
み こ

しかも、さらに国債

を追加発行する政府の
つい か はっこう せい ふ

予算案が、昨日(1月20
よ さんあん さくじつ

日)召 集された通常国会に提出される見込みだ。
しょうしゅう つうじょうこっかい ていしゅつ み こ

この借金(国債残高)は、財務省によると、国民一
しゃっきん ざい む しょう ひと

人当たりにして約664万円になると言う(2016年度末)。
り あ

１世帯(４人家族として計算)では2,656万円になる。

将来、この借金を、国民の一人ひとりが税金を納め
おさ

て、返済しなければならないことになる。これが、君
へんさい

たちの将来に襲いかかってくる問題だ。
おそ

ＧＬＴの課題

では、国債の残高を減らすために、どんな方法があるかＧＬＴで考えてみよう。
こくさい ざんだか へ

まず、次のＡ案とＢ案の両方のメリットとデメリットを考えてみよう。
りょうほう

そのうえで、Ａ案かＢ案のどちらを支持するか、あるいは別の案を提案するかグル
し じ ていあん

ープで話し合ってみよう。

Ａ案：公債(国債)の発行をやめ、大幅な増税を行って、税収だけで歳入をま
こうさい こくさい はっこう おおはば ぞうぜい おこな ぜいしゅう さいにゅう

かなうべきだ。

Ｂ案：公債(国債)の発行をやめ、歳出を大幅に減らし、社会資本や公共サービ
さいしゅつ おおはば へ しゃかい し ほん こうきょう

スはすべて民間にまかせるべきだ。
みんかん

※ この課題は、教科書『新たらしい社会 公民』(東京書籍2016)p.149から転載しました。

【１ヵ月分の家計にたとえた場合】

【収入】月収 30万円

【支出】家計費 35万円

うち仕送り 7万円

ローン元利払い 12万円

支出合計 47万円

不足分(借金) 17万円

ローン残高 4,850万円

※ 財務省の試算による
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【考えるヒント】

日本の政府は赤字国債を発行し続けてきた(グラフでは「特殊公債」残高として表
あか じ こくさい とくしゅこうさい

現されている)。建設公債だけでも、2016(平成28)年度には巨額の残高(275兆円)にな
けんせつこうさい きょがく ざんだか

っている。

① 特殊公債(赤字国債)は、何に使われているのだろう？ 教科書の資料から探っ
さぐ

てみよう。国債の発行をやめた場合、それらの事業をどのようにするのがいいの

だろうか？

② 建設国債で行われている公共事業は、本当に必要なものに限られているの
けんせつこくさい おこな こうきょう じ ぎょう

だろうか？ 公共事業で、だれが利益を得ているのだろうか？ それらをやめた
り えき え

場合はどうなるのだろう？ 教科書の資料から探ってみよう。
さぐ

③ 一つだけの方法で解決できるほど単純な問題ではない。たくさんの方法を集
ほうほう かいけつ たんじゅん

めて、解決方法を考えよう。

【少し気になること】

① ここまでの借金(国債)は、1万円札の厚みにするとどれ位になるのだろうか。
さつ あつ くらい

1万円札は100万円で1㎝。すると１億円で１ｍの厚さになる。１兆円では10㎞の
おくえん

厚みになる。では、838兆円の厚みは１万円札を重ねたとして計算すると、どれ
かさ

くらいになるんだろうか。借金の多さが実感できただろうか。
じっかん

② もし、このまま借金を増やし続けると、やがては公共サービスはなくなって
しゃっきん ふ つづ

も、税金だけを支払わなければならない時代がやってくることになるだろう。そ
し はら

れは、まるで、江戸時代までのような暮らしが待っていることを意味するのだ。
く ま

江戸時代までは、庶民は税を負担しても、税が庶民のために使われることはほ
しょみん ぜい ふ たん

とんどなかった。当時の税の利益は、支配層(武士階級など)の生活費に使用さ
とう じ ぜい り えき し はいそう ぶ し かいきゅう せいかつ ひ し よう

れた。けれども、この先の将来の時代は、今日の暮らしの借金を返済するだけ
さき こんにち く しゃっきん へんさい

で、だれにも利益にならない可能性すらでてくるのだ。
か のうせい

では、現在の私たちはどのように、この財政難を切り抜けるべきなのだろうか。
ざいせいなん き ぬ

江戸幕府の財政改革よりも、もっと深刻な状 況だ。互いの知恵を出して、将来
ざいせいかいかく しんこく じょうきょう たが ち え

に備えよう。
そな

主権者として、この国のあり方を、住民としてこの列島のあり方を真剣に考え
しゅけんしゃ れっとう かた しんけん

たい。君たちは、もうすぐ政治の主人公にならなければならないのだから。
しゅじんこう


